

























り者検知メカニズムについて，表情の認識過程に注目した研究を行い，The 52nd Annual 






































































「Development and current situations of Cognitive Behavioural Therapy for children and/











Vision Science Society, Psychonomic Society，International Conference on Comparative 















き，講演を行っていただいた。11月8日には国際シンポジウム「Face and communication: 
Cognitive basis and its evolution －顔とコミュニケーション：認知の基盤とその進化を探る－」
を開催した。米国2AI Labs 共同代表の Mark Changizi 博士による「顔と自己」をテーマとし
た基調講演が行われたほか，「顔の選好」「利他行動」といった身近なテーマについて国内外の
認知神経科学や比較行動学分野の研究者による講演が行われた。
澤研究員の論文が Frontiers in psychology に採択された他，心理学研究，基礎心理学研究
など国内の心理学専門誌にも論文を発表し，過年度に引き続き，Vision Science Society, 
Psychonomic Society，International Conference on Comparative Cognition，International 
Conference on Cognitive Science, Object Perception, Attention, and Memoryなど複数の国
際学会で研究成果の発表を行った。過年度に比して，着実に国際学会での発表件数も増えており，
本センターに国際的な情報発信力がついてきたことを示すものであった。年報第4号を翌年3月に
発刊し，当該年度の研究成果をまとめた。
PD1名，RA4名を採用し，5名すべてが国内外の学会で発表を行ったほか，心理学研究に論文
が採択されたRAもいた。また，2名のRAは本学心理教育相談室での臨床活動と本センターでの
研究を有機的に結びつける努力を行った。
最終年度の平成27年度は，新たに久方助教をセンター研究員に加えた。これまでの総括として，
10月24日に「融合的心理科学の創成：心の連続性を探る」と題して集大成のシンポジウムを開
催した。大久保，澤，石金，国里，長田の各研究員がこれまでのプロジェクトにおける研究成果
をまとめて口頭発表を行い，PD・RAは各研究員の指導のもとに進めてきた研究成果をポスター
にて発表した。また，平成26年度にも登壇いただいたオスロ大学のBruno Laeng 教授にも，本
プロジェクトに関連した興味深い講演を行っていただいた。さらに，センター客員研究員の東京
大学大学院 長谷川寿一教授を迎え，「融合的心理科学の創成は成し得たか？」と題したパネルディ
スカッションを行い，本プロジェクトを振り返りつつ，ベイズ理論を軸にした今後のさらなる発展
についての活発なディスカッションを行った。
このほか，過年度同様に各センター研究員の研究成果は，国際的な欧文学術論文誌や国内の
伝統ある査読付き論文誌に採択された。加えて，各研究員は積極的に国内外の学会で発表する
など，成果の発信を続けてきた。
PD1名，RA4名を採用し，過年度と同様に，それぞれが国内外の学会および学術誌に研究成
〈168〉プロジェクト総括
果を発表した。特筆すべき点として，RAであった石川が，大久保センター員の指導のもと，今
年度，博士（心理学）の学位を取得した。若手研究者の育成という本プロジェクトの柱の一つの
成果が現れたものだと思われる。なお，博士後期課程修了を期に，RAであった石川をPDとして
継続採用した。
この5年間で，融合的心理科学はベイズ理論を軸にして一定の成果を示し得たと考えられる。
本プロジェクトは今年度で一旦終了となるが，さらなる発展も期待できる。その意味では，ある
いは新たな心理学の扉を開けることができたと自負している。
– 賽は投げられた– 　のである。
